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缶缶ササッットト  
 

１．１．１．１．目的目的目的目的    

 缶サット甲子園に出場し、上位に入賞するための缶サットを開発する。そのために、 

（１）より滞空時間の長いパラシュートを作成する。 

（２）キャリアが自動で開くようにプログラミングし、物理データを取得する。 

（３）撮影時に写真がぶれないような缶サットを作成する。 

 

２．使用した道具・装置など 

缶 タコ糸 傘 のきどい ボルト ナット ｍｂｅｄ 加速度・温度・大気圧センサー 

 

３－１３－１３－１３－１    パラパラパラパラシュート実験シュート実験シュート実験シュート実験    

 実験実験実験実験①①①① パラシュートを、半径５５ｃｍのものと半径６５ｃｍのものを２つ用意した。 

     高さ１０ｍ３０ｃｍからおとして地面につくまでの時間を計測した。 

 実験②実験②実験②実験②    パラシュートを、中心に半径５ｃｍの穴をあけたものと、半径１０ｃｍの穴をあけたもの、半

径１５ｃｍのものの三つを用意した。高さ１０ｍ３０ｃｍから落として地面に着くまでの時間

を計測した。 

 結果結果結果結果        ①半径 55cm→3秒５  ②半径５ｃｍ→４秒０６ 

      半径 65cm→4秒１   半径１０ｃｍ→４秒４４ 

                  半径１５ｃｍ→３秒１６ 

 考察考察考察考察        ・・・・実験①からパラシュートは大きい方が滞空時間が長くなるということが分かった。 

     ・実験②から、パラシュートの中心に穴をあけると滞空時間は少し短くなるが、落下時に安定

感が増して真っすぐに落下するので少しの穴を中心にあけるべきだということが分かった。 

    大会で使用したパラシュートのスペック大会で使用したパラシュートのスペック大会で使用したパラシュートのスペック大会で使用したパラシュートのスペック    

        パラシュートの素材→ポリエステル 

        パラシュート全体の半径→65cm 

  中心の穴の半径→12cm 

  糸の素材→水糸（たこ糸よりも強度があって絡みにくいから） 

            
３－２３－２３－２３－２    制御・記録用マイコンのプログラミング制御・記録用マイコンのプログラミング制御・記録用マイコンのプログラミング制御・記録用マイコンのプログラミング    

 

使用マイコン→arduino ,mbed 

使用センサー→温度センサー（LM35） 

大気圧センサー（MPL115A1） 

ひとつのマイコンに二つのセンサーを 

つけて計測することができなかったので 

二つのマイコンを使用して計測した値を 

保存するために SDカードを搭載するた 

めの「shild」という部品を使って物理 

データを記録する装置をつくった。 
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電源をつける方法が分からなかったが 

マイコンに USBポートがあったので 

５Vの携帯用充電器を使うことで正常 

に動作した。 

    

実験③センサーの動作確認実験③センサーの動作確認実験③センサーの動作確認実験③センサーの動作確認                                            

 装置を組み立てた後に、ドライヤーを使って 

 温度センサーの動作確認をした。 

 

結果結果結果結果 何度か行って、プログラムのミスや 

   接続の間違いを見つけることができ 

   温度の計測とグラフ化もできた 

    

    

４４４４．大会結果．大会結果．大会結果．大会結果    

  7月 10日に和歌山で行われた缶サットの地方大会に 

出場し、桐蔭高校、海南高校、日高高校、恵那高校の 

4チームが出場し、上位２チームが全国大会に進める 

が恵那高校の結果は 3位だった。 

  プレゼン発表は上手に発表することができたと思う 

が、プレゼンの質が悪く字が多くて見づらかった。 

  打ち上げでは、落下時間は目標の 30秒をより上回っ 

た秒数で落ち、落下時間は研究の成果がしっかり出た。 

物理データは数値を出してグラフ化をすることはで 

きたが、温度の変化はあまりなく、缶内部の温度が高 

すぎて正常に測定できなかった。他校のチームはいく 

つもセンサーを積んでいたのでそこでポイントに差を 

つけられてしまった。 

 

  
        
５５５５．．．．考察考察考察考察    

        パラシュートは大きいほど滞空時間は長くなるが、そのぶん風に流されてしまうためそこを工夫でき

ると良かった。 

キャリアは、時間があまりなくて取り掛かれなかったので残念だった。 

プログラミングでは、何の情報のないところからがんばることができたと思うが、他校のチームより

も工夫が少なかった。 
    

６６６６．考文献、引用文献．考文献、引用文献．考文献、引用文献．考文献、引用文献    

・JAVA言語プロミングレッスン（上）（下） 結城浩 著 ソフトバンク・クリエイティブ 

・飛ばせ！手作りロケット            

・日本モデルロケット協会編  

・Arduinoをはじめよう 

 


